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無断転載を禁止します 

日
本
の
プ
ロ
野
球
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
拡

大
の
影
響
で
、
当
初
の
予
定
よ
り
約
３
か
月
遅
れ
ま
し
た
が
、
６
月
１
９
日
、
セ
ン

ト
ラ
ル
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
両
リ
ー
グ
が
よ
う
や
く
開
幕
し
ま
し
た
。 

公
式
戦
で
は
初
と
な
る
無
観
客
試
合
の
巨
人
対
阪
神
の
開
幕
戦
を
テ
レ
ビ
で
見

て
い
て
、
ふ
と
気
づ
き
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
が
ミ
ッ
ト
に
収
ま
る
音
、
両
軍
ベ
ン
チ

の
応
援
の
声
な
ど
が
、
集
音
マ
イ
ク
を
通
じ
て
は
っ
き
り
聞
こ
え
る
の
で
す
。

打
球
が
い
い
当
た
り
だ
と
バ
ッ
ト
の
金
属
音
が
響
き
、
ス
タ
ン
ド
に
吸
い
込
ま

れ
れ
ば
座
席
に
当
た
る
衝
撃
音
が
響
き
ま
す
。
な
か
な
か
の
迫
力
で
す
。 

か
つ
て
プ
ロ
野
球
に
は
、
ハ
ッ
と
息
を
飲
む
瞬
間
が
あ
り
ま
し
た
。
ひ
い
き
の

チ
ー
ム
が
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
た
と
き
、
思
わ
ず
沈
黙
し
て
見
入
っ
て
し
ま
う
。

快
打
す
れ
ば
喜
び
、
凡
打
す
れ
ば
残
念
が
る
の
は
、
息
を
飲
ん
で
見
つ
め
た
後

に
や
っ
て
く
る
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
で
し
た
。 

今
は
１
回
か
ら
９
回
ま
で
選
手
を
応
援
す
る
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
が
ず
っ
と
鳴
り
響

き
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
入
さ
れ
る
選
手
も
多
い
と
聞
き
ま

す
。
球
場
で
の
フ
ァ
ン
の
応
援
は
大
切
な
も
の
で
す
が
、
こ
う
し
て
無
観
客
試

合
を
見
て
い
る
と
、
ハ
ッ
と
息
を
飲
む
瞬
間
が
久
々
に
戻
っ
て
き
た
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。
プ
レ
ー
の
良
し
悪
し
は
プ
レ
ー
そ
の
も
の
が
す
べ
て
を
語
る
と

い
う
、
野
球
観
戦
の
基
本
に
立
ち
返
っ
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。 

伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
プ
ロ
野
球
１
２
球
団
は
、
７
月
１
０
日
か
ら
制

限
を
徐
々
に
緩
和
し
、
段
階
的
に
観
客
を
入
れ
て
い
く
方
針
を
固
め
た
そ
う
で

す
。
こ
れ
も
ま
た
、
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。 

 

 

出口治明著「還暦からの底力 歴史・人・旅に学ぶ生き方」 

講談社現代新書 ２０２０年５月刊 

今、売れに売れている。「人生１００年時代をパワフルに行動するための出口

流初の人生指南！」と、帯にキャッチコピーがうたわれている。 

何しろ持論がユニークだ。「企業時価総額ランキングのトップ２０社にかつて

１４社も入っていた日本企業が姿を消したのは、ＧＡＦＡ（Google、Apple、

Facebook、Amazon）やその予備軍と目されるユニコーン企業を生み出せなかっ

たから」と、出口は主張する。 

その根拠として、日本の高度経済成長を支えてきた日本経済団体連合会（経団

連）の現在の会長と副会長１９人の経歴（日本経済新聞調べ）について触れる。

それによると①全員男性で女性はゼロ人②全員日本人で外国人はゼロ人③一

番若い副会長で６２歳。５０代以下はいない④起業家もプロ経営者もいない⑤

転職経験がない。したがって、「彼らの経歴は女性・ダイバーシティ（多様な

人材）・高学歴という、いま成功しているＧＡＦＡやユニコーン企業の在り方

とは真逆である」と、はっきり言い切る。 

日本型経営者にとって、いちいち耳の痛い 

ことを語る出口は、生命保険会社を経て、 

６０歳でライフネット生命保険株式会社を 

創業。さらに７０歳で立命館アジア太平洋 

大学（ＡＰＵ）学長に就任したという、稀 

代の傑物である。（Ｋ） 



 

 

 

 

 

増田義一という名前をご存じの方は、出版界の歴

史に相当、詳しい方だと思う。読売新聞の記者か

ら実業之日本社の創業者となって、後に衆議院

議員も歴任した。インターネット資料には、こんな

プロフィールが記されている。 

１８６９年、越後国（現・新潟県上越市板倉区）出

身。東京専門学校（現・早稲田大学）卒。読売新

聞社に入社。１８９５年、学友の光岡威一郎が創

刊した「実業之日本」（大日本実業学会）の編集

に参画するが、光岡が病気のため、編集、発行権

を譲られる。１９００年、読売を退社して実業之日

本社を創立、社長となる。１９０６年、「婦人世界」、

「日本少年」、１９０８年、「少女の友」を創刊、１９

３７年にも「新女苑」を創刊するなど、多くの雑誌を

刊行した。大日本印刷などの創立に参加、日本

雑誌協会会長。１９１２年、衆議院議員となり、当

選８回、１９３１年、衆議院副議長。１９４９年、享

年７９歳で死去。  

新聞界、出版界、印刷界、政界でこれほどの業績

をなし得た人物も稀だろうが、増田は経営者として

雑誌作りの姿勢にも確固たる信念を打ち出した。

かつて知人からアドバイスされた「雑誌を始めるな

ら、人を褒める雑誌を作れ」の教えを基に、雑誌を

成功させる秘訣について、あるところでこんなこと

を語っている。「実業之日本」の部数が急成長し

ていた明治期終盤の頃である。 

「人が集まるとまず話すことは何かというと、景色

のことなどはあまり話し合うものではない。必ず人

間の噂をするものである。そこでこの心理によって、

記事の中には必ず人間の名を織り込まなくてはい

けない。人の名を誌上に出せば、君のことが『実

業之日本』に出ていたよ、とか、彼のことを『実業

之日本』で読んだぜとかいうことになる。新聞雑誌

の読者拡張の秘訣はこれだよ」  

いまの週刊誌のように、人を攻撃したり悪事を暴

露したりするわけではない。人を取り上げても、弱

点を隠して美点を挙げる。短所に触れず長所を目

立たせる。「雑誌や図書は、どれだけ社会や世間

の役に立つかが価値の尺度である」と、増田は考

えていたようだ。 

あるときは、自ら編集の極意も執筆者にアドバイ

スした。翻訳者が長い翻訳文をそのまま送ると、

増田は丹念に小見出しをつけ、途中の大事な部

分はゴチックにして目立たせた。  

「ああ長いものをそのまま組んだ日には、読者はう

んざりしてしまう。そこで意味が段落になろうとなる

まいと、１ページに３つぐらいゴチの小見出しが出

るようにすると、見た目にも感じが良いし、見出し

の文句を上手につけると、いかにも中身が面白そ

うに見えて、つい読む気になる。だから小見出しを

上手につけることが本文よりも大切なくらいだ」  

新聞記者、雑誌編集者としての豊富な経験なくし

て、こうしたアドバイスはできない。いや、経験以上

に天性のジャーナリスト的嗅覚が備わっていたと

いうべきだろう。こんなエピソードもある。  

ある執筆者が、有名人の伝記を担当した。「あん

な有名な人にいまさら紹介記事を書くのは……」と、

執筆者が冒頭に紹介記事をつけずにいきなり本

文に入っていったので、増田は修正して冒頭に紹

介文のリードをつけて掲載した。なぜか。 

「書くこちらの方は自分で研究するから相手のこと

をよく知っている。自分が知っていると、誰もが知

っているように思うものだ。ところが、読者というも

のは案外知らんものだ。特に数字などはまるで知

らない。それに対して、はっきりした数字を挙げて

かかると、こちらの言うことに権威がつき興味も起

こって、人も読む気になる。だから、どんなによく知

られた人でも油断せずに、必ずエッセンスを始めに

出すことだ」 

ソロバンを弾く経営者であるとともに、たぐいまれな

センスを持った編集者、増田義一。その真骨頂が

発揮されたのが、１９０６年１月、雑誌「婦人世界」

の創刊である。 

高等女学校の増加による女子教育の普及、また

農村から都会に移り住んで家庭を築く婦人層が

多くなっていることに目をつけた増田は、彼女たち

に必要な生活情報を伝える女性雑誌を作ろうとす

る。「食道楽」などのベストセラーで知られる作家、

村井弦斎を編集顧問に迎え、「婦人世界」は斬新

な企画を連発した。  

が、何といっても「婦人世界」の部数増に貢献した

のは本邦初の「委託返品制度」の導入であろう。

小売店の買い切りが普通だった雑誌販売を、増

田は１９０９年の「婦人世界」新年号から「オール

委託、返品無制限自由制度」に変えた。今に至る

出版業界の「委託販売制度」のルーツである（異

説もある）。小売店は、自己負担の危惧なしで多く

仕入れられる利点を活用して、実業之日本社の

雑誌を売りまくった。 

その結果、どうなったかと言えば、実業之日本社

の雑誌の部数が急激に増えた一方で、買い切り

にこだわり返品不可を取り引きの基本としていた

明治期の出版界の雄、博文館の雑誌の退潮が

顕著になった。増田の先見性とソロバンによって、

実業之日本社は大正期に飛躍的発展を遂げる。

雑誌「実業之日本」はその後、２０００年の休刊ま

で１００年以上、発行される長寿雑誌となった。  

＊本稿は「一代の出版人・増田義一伝」（藤井茂

著、２０１９年１０月、実業之日本社）を参照した。

（こや） 

 


